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太

ロ
兵
似

の
や
う
な

一

ー
22

天
怒
は

枝 一

は I
23 

曲

は

-

1
56

弾
盆

の
ど
れ
に

も

一

ー
56

敵
兵

の
弾
盆

一

1

56

ち
が
ひ
な
い

の
で
す

一

ー
56

子
供

の
や
う
に

一

ー

57

お
母
さ
ん

の
俄

＿

ー
57

顔
の

設

く
っ
た

の

-

|
”
 瑠

璃
色

の
羽

帆
は
，

 

一

ー
1

信
天
翁
は

ン

プ

は

錨
は

-

1
21
 

ー2
 

一

ー

航
海
ラ

廣
い
海
に

マ
ス
ト

は

目

は

゜

一

ー
2

ー
54

鼻
の

汗

光
は

一

ー
19

一

ー
19

私

射 私
の

は

一

ー
52

奨
壼

の
反

-

1
54

反
射

の
中

一

象
の

憫
拙

―

—
54

謎
の

結
ぴ

一

ー
54脚

も
と

の
地
面

17の は
は

一

ー
17

姿
の

見
え
な
い

7
_

17

私
は

一

ー

一

ー
18

姿
は
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中
は

人
た
ち
は

51

私
は

-

|
52

-
|

52
 

夜
明
け
に
は

一
ー

53

物
か

げ
も
な
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が

一

1
54

4
 

一
ー

も

か
げ
は

一

ー出

お
れ
は

6
 

-

l

〔
格
〕

一

ー
54

海
へ
蹄
ら
な
か
っ

た
ら

一

ー

57 

一

ー
54

身
じ

も

象
は

-
|

 

い
ま
は

-

r
訓

-

|
54
 

も

-
|

52
 

ど
れ
に

一

ー
52

私
の
は

く
も 4 ↓ 

退
去
っ

て
は

一

ー
51

一

ー
51

姿
は

て
は

一

ー

-

|
40
 気

配
も

-

1
41

-

|
42

悪
太
朗
も

考
へ
ろ
こ
と
も

掻
い

一

ー
50

ケ
ン
キ
チ
は

o

一

ー
5

は

一
ー

50
ー

ー
50

あ
と

僕
は

中
に
来
て
は

て
ゐ
た
の
は

は

-

|お

-

|
45
 

l

ー

46

肱
は

一

ー
46

時
計
の
顔
は 顆

は顔
は

夢
の

泣
い

風
雨

-
| 

I. 46

屑
を
廻
せ
ば

伸
せ
ば

れ
ば

一

ー
56

7
 

一

ー
1

1 
-

44 I 
17 

拾
っ

て
み

左
に
行
け
ば

高
い
所
に
登
れ
ば

-

|
56
 

ば
か
り

〔
副
〕
照
ら
し
て
ゐ
る
ば
か
り

だ

ー
18

間
を
廻
る
ば
か
り
だ

-

l
19

引
き
招
る
ば
か
り
だ

一

ー
40

滲
ん
で
ゐ
る
ば
か
り

だ
っ

た

一
ー

41

お
れ
ば
か

少
し
ば
か
り

ー6 
も

-

|
20
 

|
21

信
天
翁
も

一

ー
a

は
や
く
も

一

1
34

そ
れ
も

思
ひ
な
が
ら
も

一

心
）

 
5

 

物
か
げ
も 意

外
に
も

一

ー
56

-

1
56
 

眼
に
も

一

ー
54

適
中
す
る
は
ず

早
く
も

-

|
58
 

ラ
ン
プ
も

7
 
4
 

を
り
を
り
は

-

l
47自

分

〔
接
〕

手
を

胸
も

ー

59

〔
係
〕

ヽ
｀
し
も
，

 

4
 

一
ー

ー

今
官
も

-

|
16

言
衷

8
 

一
ー

5

彩
は

一

1
59

て

7
 

-

|
5
 

-

|邸

6
 

5
 

烏
は
9・

鶴
は

44 

-

|
58
 

正
太
は

一

1
59

小
恩
は

そ
こ
ま
で
考
へ
た
と
き
に

こ
こ
ま
で
話
し
か
け

こ
ん
ど
は

一

ー
58

小
烏
は

ア
シ
カ
は

2
 

-

|
4
 
ア
シ
カ
は

3
 

一

ー
4

あ
れ
は

一

ー

ー

56
と
は

2
 

一

ー
4

は

一
心物

は4
 

一

ー
4

迩
は

小

思
ふ
や
う
に
は

一

1
56

-

|
56

そ
れ
ら
は

存
在
し
な
い
と
い
ふ
こ

-

|
56

私
は

一

ー 私

ま
で
〔
副
〕

こ
ち
ら
へ
突
き
出
て

!
45

奥
へ
引
っ

込
ん
で

一

|
51

そ
れ
へ
を
さ
ま
り
か
ね

た
か
ら
で
し
た

一
ー

54

胸
ま
で
垂
ら
し
て
ゐ
た

一

1

7
 

4
 

22 
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〔

終
〕

よ

り
〔

格
〕

〔

格
〕

を

波
路
を
一
1
22

檻
祖
を

4
•

ー
23

鞭
を
一
ー

23

索

一
ー

23

技
を
一
ー

27

一
ー

28

-

原
形
を

巣
を

46を

風
雨
を

風
雨
を

一
ー

46

花
を

を

一
ー

祁

6
 

5
 

け
ぼ
り
を

夜
を
一
ー

56

お
い
て

-
|

57

籟
を

一
ー

44

私
を
ー

ー心ー
ー 眼

一
ー

56

一
ー

-
1

44
 

ー
56

砂
を

を-
1

17
 

-
|

18
 

-

—
19
 

弾
辺
を

頻
を
-
1

18
 

闇
を

私

一
ー

42

を
一
1

42

空
氣
を

鰭

を命
をー

ー
54

―
—

56
 

戦
ひ
の
中
を
一
ー

56

私
を

- 55 

プ
を
-

1
17

と
ま
ろ
の
を

41 

-
|

40
 

笛
を
一
ー•

42

g
-．
ー

42

喉
を
一
ー

43

羽
根
を

笛
を

賜
か
げ

苅
間
を

ー
17

手
を
-

1
17

ラ
ン

問
を

泥
を
一
ー

—

—,
16
 
肩
を

を
一
ー

40

翼
を

一
ー

52

蘭
か
げ
を

-
1

54

眼
を

結
び
目
を
一
1

54
軒
を

を53

一
ー

54．．
 

-
1

54 汗

羽
根
よ
り
ほ
か
の

錨
を
一
ー
14

錨
を
一
ー

14

服
を
一
1

14

青
い
ラ

ン
プ
を
一
1
14

ラ
ム
酒
を

羽
根
音
を

6
 

一
ー

1

一
ー

16

ー
40

1
52
 

汗
を

紗
を

事
場
を
一
ー

52

鯨
の
尾
を
-
|

52
 

一
ー

夢
を

仕

よ

〔

並
〕

-
1

30

象
を

ゐ
る
帆
に
一
1

19

客
間
や

磯
械
が
一
—

52

こ
ろ
が
ろ

人
や
四
十
珊
の
炸
裂
に

65即
よ

,
＇

-
|

30
 

様

一
ー・

空
の
下
を
一
—

32

、
．

一
ー

31

思
ひ
出
を
一
1

32

夢
を

一
ー

32

萎
酒
を
一
1

33

夜
の
女
を

9

7ふ3

夜
更
け

を
一
ー•

33

啓
を
一
1
34

雨
を
一
1
34

わ
く
ら
葉
を

一
ー

36

花
を
一
ー

打

ま

は
り
を
一
ー

40

頸
を
一

空
氣
を
一
ー

40

泥

-
1

40

50

人
を
一
ー

S

9
,

一
ー

51

檻
を
一
1

51

子
を
一
—

51

落
葉
を

ー
51

9
-
—

51

一
ー

52

一
ー

52
夢
を 前

を

を

花
び
ら
を
-

ー,
31

一
ー

47一
ー

50

ろ
ぎ
も
，
ー

5
ラ
ン
プ
や
ラ
ン
プ
に
反
射
し
て

1
29
 

根
を

|
g
 
花
び
ら
を
一
ー

31
針
を

一
ー

30
一
ー

30

羽

な
に
を

一
ー•

46

る
も
の
を
一
ー

46

裾
を

底
を
一
1

47

僕

姻
虹
を
一
1

一
ー

59

盤
も

羽
根
を

一
ー

46

泥
土
を

稲
妻
を
-
1

46

酒
れ
て
ゐ
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り
ゃ

，

 

5
 
，

 

一

ー
5 首

を

日
幕
れ
り
e

プ
に
化
け
る

一

ー
21

け
り
ゃ
海
の
信
天
翁
に
か
へ
る

-

|
21

ろ58
を

一

ー
59-

1
59
 

小
烏
を

一

ー
59

マ

ス

ト
の

ラ
ン

夜
明

、
「
り
ゃ
」

は
話
し
こ
と
ば
に
訛

語
と
し
て
現
わ
れ
た
も
の
で
あ

ろ
う
が、

「
よ
け
り
ゃ
」

の
よ

う
に
使
用
さ
れ、

こ
こ
で
は、

助
詞
と
し
て
処
理
し
た。

〔
以
下
続
稿
〕

際
間
を

-

I

野
州
図
文
学

（
国
学
院
大
学
栃
木
短
期
大
学）

（
山
口
大
学）

第
七
号

山
辺
道

（
天
理
大
学）

第
二
十
八
号

論
究

（
二
松
学
舎
大
学
・

佐
古
研
究
室）

論
究
日
本
文
学

和
洋
国
文
研
究

山
口
国
文

一

ー
58

方
角
を

ー

1
58

股
を

石
こ

武
血
川
閲
文

百
舌
烏
国
文

（
立
命
館
大
学）

（
和
洋
女
子
大
学）

第
十
九
号

第
八
号、

第
九
号、

第
十
号

第
四
十
七
号

第
三
十
二
号、

第
三
十
三
号

（
武
駆
川
女
子
大
学
国
文
学
会）

（
大
阪
女
子
大
学
大
学
院）

第
四
号

と
を

口
を

一

ー

一

ー
57

梢
を

一

ー
58

こ

研
究
室
受
贈
図
書
雑
誌
目
録
(

M

)

第
二
十
三
号
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